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借
り
る「
第
一
種
奨
学
金
」と
有
利
子
で
借
り
る「
第

二
種
奨
学
金
」（
在
学
中
は
無
利
子
）が
あ
り
ま
す
。

選
考
基
準
と
し
て
学
力
基
準
、
家
計
基
準
な
ど
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
貸
与
金
額
や
選

考
の
基
準
が
異
な
り
、
第
一
種
奨
学
金
の
ほ
う
が
、

学
力
基
準
、
家
計
基
準
が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

① 

貸
与
月
額

　

第
一
種
奨
学
金
は
、２
万
円
、３
万
円
、４
万
円
、

５・４
万
円
（
私
大
自
宅
生
の
場
合
）
か
ら
選
択
、

第
二
種
奨
学
金
は
２
～
12
万
円
か
ら
選
択
し
ま
す
。

第
一
種
奨
学
金
と
第
二
種
奨
学
金
の
併
用
も
可
能
、

給
付
型
奨
学
金
と
の
併
用
も
可
能
で
す
。

② 
利
率
の
算
定
方
法

　

第
二
種
奨
学
金
（
上
限
利
率
３
％
）
の
利
率
算

定
方
法
は
、
卒
業
な
ど
貸
与
終
了
時
の
利
率
が
返

還
完
了
ま
で
適
用
さ
れ
る
「
利
率
固
定
方
式
」
と
、

貸
与
終
了
時
の
利
率
が
概
ね
５
年
ご
と
に
見
直
さ

れ
る
「
利
率
見
直
し
方
式
」
が
あ
り
ま
す
。参
考
と

し
て
２
０
２
４
年
３
月
の
第
二
種
奨
学
金
の
利
率

は
、「
利
率
固
定
方
式
」が
０・９
４
０
％
、「
利
率
見

直
し
方
式
」
が
０・４
０
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

教
育
ロ
ー
ン
に
比
べ
か
な
り
低
金
利
で
す
。

　

大
学
等
の
学
費
は
高
騰
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ

の
影
響
も
あ
り
、
大
学
等
に
進
学
す
る
に
は
奨
学

金
（
借
金
）
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
学
生
が
多
く

い
ま
す
。
奨
学
金
の
中
で
最
も
利
用
さ
れ
て
い
る

の
は
日
本
学
生
支
援
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）
の
奨

学
金
で
、
学
生
の
概
ね
３
人
に
１
人
が
利
用
し
て

い
ま
す
。こ
の
記
事
で
は
、こ
れ
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の

貸
与
型
奨
学
金
を
借
り
る
学
生
の
保
護
者
や
返
還

が
始
ま
る
新
社
会
人
を
対
象
に
、奨
学
金
を
借
り
る

と
き
の
注
意
点
や
賢
い
返
還
方
法
の
ポ
イ
ン
ト
を

解
説
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
奨
学
金
の
ポ
イ
ン
ト

　

お
金
の
こ
と
で
進
学
を
あ
き
ら
め
な
い
よ
う
に

経
済
的
支
援
を
す
る
の
が
奨
学
金
で
す
。
奨
学
金

の
実
施
団
体
は
国
、
自
治
体
、
学
校
、
財
団
法
人

な
ど
多
種
多
様
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
奨
学
金
の
種
類
は
、
大
き
く
分

け
て
、
学
生
本
人
が
借
り
て
卒
業
後
に
返
還
を
開

始
す
る
「
貸
与
型
」
と
返
還
不
要
の
「
給
付
型
」

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
貸
与
型
に
は
、
無
利
子
で

　

学
生
は
、
申
込
時
に
利
率
が
確
定
し
て
い
な
い

状
況
で
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
貸
与
期
間
が
終
了
す
る
年
度
の
一
定
期

間
ま
で
変
更
可
能
で
す
の
で
、
卒
業
年
次
の
金
利

状
況
を
見
て
最
終
的
に
決
め
ま
し
ょ
う
。

③ 

保
証
制
度

　

保
証
機
関
の
保
証（
一
定
の
保
証
料
が
必
要
）
が

得
ら
れ
る「
機
関
保
証
」ま
た
は
、連
帯
保
証
人（
父

母
）と
保
証
人（
叔
父
な
ど
）を
立
て
る「
人
的
保
証
」

の
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
56・

４
％
の
人
が「
機
関
保
証
」
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

保
証
料
は
必
要
で
す
が
、
保
証
人
に
迷
惑
が
か
か

ら
な
い
「
機
関
保
証
」
が
お
す
す
め
で
す
。

④ 

返
還
方
法

　

貸
与
型
奨
学
金
の
返
還
方
法
は
、
第
一
種
奨
学

金
と
第
二
種
奨
学
金
で
異
な
り
ま
す
。
貸
与
総
額

に
応
じ
て
返
還
月
額
と
返
還
期
間
が
自
動
的
に
算

出
さ
れ
ま
す
の
で
、
返
還
期
間
を
自
分
で
決
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、「
繰
上
返
還
」
を

す
れ
ば
短
く
で
き
ま
す
。

　

第
二
種
奨
学
金
は
、
返
還
完
了
ま
で
定
額
で

返
還
す
る
「
定
額
返
還
方
式
」
の
み
と
な
り
ま
す
。

２
人
に
１
人
が
借
り
て
い
る

「
奨
学
金
」
と
賢
い
返
還
方
法

ファイナンシャルプランナー
新美 昌也

［にいみ・まさや］資格試験予備校、
商社系保険代理店勤務を経て2004
年独立。奨学金を活用して高校、大
学を卒業した自身の経験を踏まえ、
のべ 1000 校以上の高校や自治体
で「大学進学費用と奨学金制度」の
講演会や相談会を開催。中央大学法
学部卒。

【
特
集
】
子
ど
も
の
教
育
・
大
人
の
学
び
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教
育
資
金
な
ど
で
す
。こ
れ
ら
を
実
現
す
る
に
は
、

費
用
を
見
積
も
り
、
お
金
の
計
画
を
し
っ
か
り

立
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
【
図
表
１
】。

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
奨
学
金
を
借
り
た
人
は
、
卒
業

な
ど
貸
与
終
了
後
７
カ
月
目
か
ら
返
還
が
始
ま
り

ま
す
。３
月
に
卒
業
し
た
場
合
は
10
月
か
ら
返
還
額

が
口
座
引
き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。
手
取
り
収
入

か
ら
奨
学
金
の
返
還
を
最
優
先
し
、残
り
で
生
活
費

を
ま
か
な
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
と
え
ば
、
大
学
卒
業
後
、
さ
い
た
ま
市

で
ひ
と
り
暮
ら
し
す
れ
ば
生
活
費
は
最
低

24
万
１
８
７
９
円
必
要
と
な
り
ま
す
【
図
表
２
】。

社
会
人
１
年
目
は
、
学
生
時
代
と
違
い
、
ス
ー
ツ

や
革
靴
、
ビ
ジ
ネ
ス
バ
ッ
グ
な
ど
の
出
費
が
か
さ

み
ま
す
。
ラ
ン
チ
代
や
付
き
合
い
の
飲
み
会
な
ど

の
出
費
も
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
冠
婚
葬
祭
、

病
気
な
ど
不
意
の
出
費
へ
の
備
え
も
必
要
で
す
。

　

収
入
に
つ
い
て
は
、
大
学
卒
の
新
入
社
員
の
平

均
初
任
給
が
21
万
８
３
２
４
円
、
同
じ
く
夏
の
賞

与
の
平
均
支
給
額
は
９
万
６
７
３
２
円（
２
０
２
３

年
度
、
産
労
総
合
研
究
所
調
査
）、
冬
の
賞
与
の

平
均
支
給
額
は
39
万
５
６
４
７
円
（
厚
生
労
働
省
、

毎
月
勤
労
統
計
調
査 

令
和
６
年
２
月
分
結
果
速
報

等
）
で
す
。社
会
人
１
年
目
は
生
活
が
ぎ
り
ぎ
り
で

返
還
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
10
月
か
ら

の
返
還
に
備
え
て
、
４
月
か
ら
返
還
が
始
ま
っ
た

つ
も
り
で
返
還
額
を
貯
蓄
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

お
金
の
余
裕
が
で
き
た
と
き
は
、「
繰
上
返
還
」

す
れ
ば
返
還
期
間
を
短
く
で
き
ま
す
し
、
第
二
種

奨
学
金
の
返
還
者
は
利
息
も
軽
減
で
き
ま
す
。
機

関
保
証
制
度
選
択
者
の
場
合
は
保
証
料
の
一
部
が

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
奨
学
金
の
受
給
と

返
還
に
関
す
る
最
新
の
動
向

　

労
働
者
福
祉
中
央
協
議
会
『
高
等
教
育
費
や

奨
学
金
負
担
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
書
』

（
２
０
２
４
年
６
月
実
施
）
に
よ
る
と
、
大
学
卒
の

奨
学
金
利
用
率
は
45
・
２
％
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
奨

学
金
利
用
者
の
借
入
総
額
平
均
は
３
４
４・
９
万

円
（
中
央
値
３
１
２・１
万
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
報
告
書
か
ら
は
、
奨
学
金
返
済
の
負
担
が
将

来
設
計
に
も
影
響
し
て
い
る
姿
が
見
て
と
れ
ま
す
。

結
婚
に
対
し
て
は
４
割
半
ば
、
出
産
や
子
育
て
に

対
し
て
は
４
割
前
後
の
奨
学
金
利
用
者
が
返
済
に

よ
る
影
響
を
感
じ
て
い
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
年
報
』（
令
和
５
年
度
）

に
よ
る
と
、
返
還
期
日
が
到
来
し
た
奨
学
金
の
回

収
率
は
、
第
一
種
奨
学
金
が
98
・
４
％
、
第
二
種

奨
学
金
が
97
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
４

年
末
の
貸
付
債
権
の
残
高
は
９
兆
３
７
０
１
億
円

で
、
こ
の
う
ち
貸
与
中
の
者
を
除
く
要
返
還
債
権

額
は
７
兆
５
２
８
３
億
円
で
、
延
滞
３
カ
月
以
上

の
延
滞
債
権
額
は
、
２
１
１
３
億
円
（
要
返
還
債

権
額
に
対
す
る
割
合
は
２・８
％
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
コ
ツ
コ
ツ
と
延
滞
せ
ず

に
奨
学
金
を
返
還
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

貸
与
終
了
後
か
ら
始
ま
る

奨
学
金
返
還
と
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

（
１
）
社
会
人
１
年
目
の
収
支
の
イ
メ
ー
ジ

　

人
生
に
は
い
ろ
い
ろ
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。
就
職
、
結
婚
、
出
産
、
住
宅
購
入
、

出典：�リクルート「ゼクシィ結婚トレンド調査2024」、厚生労働省「出産費用の見
える化等について」（令和5年9月）、文部科学省「令和5年度子供の学習費調
査」、文部科学省「国立大学の授業料、入学料及び検定料の調査結果について」
「令和5年度私立大学等の入学者に係る学生納付金等調査結果について」、住宅
金融支援機構「2023年度フラット35利用者調査」をもとに作成

　

第
一
種
奨
学
金
は
、「
定
額
返
還
方
式
」
ま
た
は

前
年
の
課
税
対
象
所
得
に
応
じ
て
そ
の
年
の
返
還

月
額
が
決
ま
る
「
所
得
連
動
返
還
方
式
」（
機
関

保
証
必
須
）
の
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
ま
す
。
所

得
連
動
返
還
方
式
を
選
択
す
れ
ば
、
所
得
が
あ
ま

り
高
く
な
い
と
き
で
も
、
無
理
の
な
い
月
額
で
返

還
で
き
ま
す
。
他
方
、
所
得
が
高
け
れ
ば
、
返
還

が
早
く
終
わ
り
ま
す
。
な
お
、
返
還
初
年
度
の
返

還
月
額
は
、
定
額
返
還
方
式
に
よ
り
算
出
さ
れ
た

返
還
月
額
の
半
額
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

金
額
で
の
返
還
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
に
よ
り

月
額
２
０
０
０
円
の
返
還
が
可
能
で
す
。

⑤ 

振
込
時
期

　

奨
学
金
が
振
り
込
ま
れ
る
の
は
進
学
後
で
す
。

入
学
手
続
時
納
付
金
、
パ
ソ
コ
ン
、
新
生
活
用
品
、

教
科
書
、
教
材
の
購
入
費
用
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

部
屋
さ
が
し
等
の
費
用
に
は
利
用
で
き
な
い
の
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
。こ
れ
ら
不
足
分
は
教
育
ロ
ー
ン

を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

【図表１】20代～50代の主なライフイベントと費用 ライフイベント 費用
結婚 約344万円 

挙式、披露宴、ウエディングパーティー総額（全国推計値）
出産 約50万円 入院料、分娩料、検査、薬剤料、処置等

子どもの
教育資金

・幼稚園から高校まで全て公立は約596万円
・幼稚園から高校まで全て私立は約1,976万円
・国立大学（4年間）は約243万円
・私立大学文科系（4年間）は約443万円
・私立大学理科系（4年間）は約573万円

住宅購入 建売住宅は約3,719万円  マンションは約4,848万円

【図表２】25歳単身者の生活費の例
埼玉県さいたま市の賃貸ワンルームマンション（25㎡）

項目 金額

消費支出

食費 38,610円
住居費（家賃） 52,500円
水道費・光熱費 6,867円
家具・家事用品 4,781円

被服・履物 6,906円
保健医療費 3,366円
交通・通信 19,635円
教養娯楽 20,225円
その他 20,634円

消費支出額合計 173,524円
非消費支出（社会保険料・税金） 51,055円

予備費 17,300円
最低生活費（月額・社保税込） 241,879円

最低生活費（年額・税込） 2,902,548円
出典：�全国労働組合総連合「最低生計費試算調査の結果まとめ」（若年

単身者、2023年1月現在）をもとに作成
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戻
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
特
に
女
子
の
場
合
は
、

結
婚
、
出
産
を
機
に
退
職
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、「
繰
上
返
還
」
で
早
め
の
完
済
を

め
ざ
す
と
良
い
で
し
ょ
う
。
早
く
完
済
で
き
れ
ば
、

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
の
貯
蓄
も
早
く
始
め
ら

れ
ま
す
。

（
２
）�

返
還
が
難
し
い
と
き
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の

救
済
制
度
の
利
用
を
検
討
す
る

　

人
生
、
何
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
経
済

困
難
（
収
入
基
準
あ
り
）
や
失
業
、
病
気
、
災
害

な
ど
返
還
困
難
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
放
置

　

第
一
種
奨
学
金
受
給
者
は
、
返
還
方
式
と
し
て

「
定
額
返
還
方
式
」
ま
た
は
「
所
得
連
動
返
還
方

式
」
を
選
択
で
き
ま
す
。
選
択
に
迷
っ
た
ら
「
定

額
返
還
方
式
」
を
選
択
し
ま
し
ょ
う
。
毎
月
の
返

還
が
厳
し
く
な
っ
た
ら
「
定
額
返
還
方
式
」
か
ら

「
所
得
連
動
返
還
方
式
」
へ
の
変
更
が
可
能
だ
か
ら

で
す
。
貸
与
終
了
後
は
、
所
得
連
動
返
還
方
式
か

ら
定
額
返
還
方
式
へ
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
３
）�「
延
滞
３
カ
月
以
上
」
に
な
る
と

        

個
人
信
用
情
報
機
関
に
登
録
さ
れ
る

　

返
還
期
日
ま
で
に
返
還
し
な
い
と
、
年
３
％
の

延
滞
金
が
課
さ
れ
ま
す
。
新
た
に
奨
学
金
の
返
還

を
開
始
す
る
方
は
、
返
還
を
始
め
て
か
ら
６
カ
月

を
経
過
し
た
時
点
で
延
滞
が
３
カ
月
以
上
に
な
る

と
個
人
信
用
情
報
機
関
に
登
録
さ
れ
ま
す
（
い
わ

ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
載
り
ま
す
）。
具
体
的
に

は
、
10
月
返
還
開
始
の
場
合
、
翌
年
４
月
以
降
、

延
滞
３
カ
月
以
上
の
場
合
に
登
録
さ
れ
ま
す
。
個

人
信
用
情
報
機
関
に
延
滞
情
報
が
登
録
さ
れ
る
と
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

住
宅
ロ
ー
ン
や
自
動
車
ロ
ー
ン
な
ど
の
各
種
ロ
ー

ン
が
組
め
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
一
度

登
録
さ
れ
た
情
報
は
、
返
還
完
了
後
も
５
年
間
は

削
除
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
３
カ
月
以
上
の
延
滞
は

絶
対
に
避
け
ま
し
ょ
う
。

（
４
）�

延
滞
が
長
期
に
わ
た
る
と

　

    「
法
的
措
置
」
が
取
ら
れ
る
こ
と
も

　

さ
ら
に
延
滞
が
長
期
に
わ
た
る
と
、
本
人
や
連

帯
保
証
人
・
保
証
人
に
文
書
や
電
話
、
訪
問
な
ど

の
督
促
・
請
求
が
行
わ
れ
ま
す
。
保
証
人
に
迷
惑

せ
ず
に
必
ず
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
「
奨
学
金
相
談
セ
ン

タ
ー
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル0570-666-301

）」
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
は
「
減
額
返
還
」

や
「
返
還
期
限
猶
予
」
な
ど
の
救
済
制
度
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
し
て
も
、
利
息

を
含
む
返
還
予
定
総
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
返
還

期
間
が
長
く
な
る
だ
け
で
す
【
図
表
３
】。

① 

減
額
返
還
制
度

　
「
減
額
返
還
制
度
」
は
、
月
々
の
返
還
額
を
一
定

期
間
、
３
分
の
２
、２
分
の
１
、３
分
の
１
ま
た
は

４
分
の
１
に
減
額
す
る
し
く
み
で
す
。減
額
割
合

は
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
選
択
す
る
と

い
い
で
し
ょ
う
。
１
年
ご
と
の
願
出
に
よ
り
、最
長

15
年
利
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、そ
の
分
、返
還
期

間
が
延
び
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

こ
の
制
度
は
延
滞
す
る
と
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

延
滞
す
る
前
に
願
い
出
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

な
お
、「
所
得
連
動
返
還
方
式
」
選
択
者
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。 

② 
返
還
期
限
猶
予
制
度

　
一
方
、「
返
還
期
限
猶
予
制
度
」
は
、
１
年
ご
と

の
願
出
に
よ
り
通
算
10
年
間
、
返
還
期
限
を
先
延

ば
し
に
す
る
し
く
み
で
す
。

　

奨
学
金
の
返
還
を
延
滞
す
る
と
、
益
々
返
還
が

厳
し
く
な
り
ま
す
。
返
還
困
難
な
事
情
が
あ
る
場

合
に
は
、
放
置
せ
ず
に
必
ず
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
に
相
談

し
、
延
滞
状
態
に
陥
る
前
に
、
減
額
返
還
や
返
還

期
限
猶
予
の
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

③ �「
定
額
返
還
方
式
」か
ら「
所
得
連
動
返
還
方
式
」

へ
の
変
更
（
第
一
種
奨
学
金
）

出典：JASSOの資料をもとに作成

【図表３】第二種奨学金の返還例

・お金の余裕があれば「繰上返還」を検討しよう
・�返還が難しいときは「減額返還」や「返還期限猶予」を検討しよう
・これらの制度を利用しても、利息を含む返還予定総額は変わりません

返還終了（49.5歳）

返還終了（52歳）

減額返還1/2 月額9,323円（15年）

返還終了（42歳）

月額18,646円×240回（20年）

据置期間
6カ月

卒業 返還開始（22歳）

月額18,646円（12.5年）

月額18,646円×240回（20年）返還期限猶予10年

利率が
決まる

貸与総額　3,840,000円（月額 80,000円×4年間）
利　　率　1.500％
返還総額　4,475,297円（うち利息635,297円）

【
特
集
】
子
ど
も
の
教
育
・
大
人
の
学
び
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１
万
８
６
４
６
円
を
返
還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

総
返
還
額
は
４
４
７
万
５
２
９
７
円
（
う
ち
利
息

は
63
万
５
２
９
７
円
）
と
な
り
ま
す
【
図
表
３
】。

　

借
り
す
ぎ
な
い
た
め
に
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
増
や

そ
う
と
考
え
る
学
生
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
ア
ル

バ
イ
ト
自
体
は
、
自
立
や
社
会
勉
強
の
た
め
に
有

益
で
す
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
が
学
業
に
影
響
し
た
ら

本
末
転
倒
で
す
。
奨
学
金
は
必
要
な
額
を
借
り
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
３
）�

学
生
の
就
職
状
況
や
将
来
な
り
た
い
職
業
の

平
均
給
与
を
確
認
す
る

　

と
は
言
っ
て
も
、
返
還
予
定
額
が
借
り
す
ぎ
か

ど
う
か
の
判
断
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
人
に
よ
り
収
入
や
支
出
が
異
な
る
か
ら
で
す
。

奨
学
金
は
給
与
の
中
か
ら
返
還
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
卒
業
後
の
就
職
は
大
前
提
で
す
。
で
き
れ
ば

正
社
員
が
好
ま
し
い
で
す
。
職
業
選
択
も
大
切
で

す
。
学
生
の
就
職
状
況
や
学
校
の
支
援
状
況
に
つ

い
て
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
で
よ
く
調
べ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

初
任
給
で
は
生
活
す
る
だ
け
で
ぎ
り
ぎ
り
で
、

奨
学
金
が
返
還
で
き
る
か
不
安
に
な
り
、
進
学
を

あ
き
ら
め
て
し
ま
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
奨
学
金
が
返
還
で
き
る
か
は
初
任
給
だ

け
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
平
均
給
与
も
参
考

に
判
断
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
厚
生
労
働

省
「
ｊ
ｏ
ｂ　
ｔ
ａ
ｇ
（
職
業
情
報
提
供
サ
イ
ト
）」

で
は
、
将
来
な
り
た
い
職
業
に
つ
い
て
、
内
容
、

平
均
給
与
、
就
労
す
る
方
法
、
求
め
ら
れ
る
知
識
・

ス
キ
ル
、ど
の
よ
う
な
人
が
向
い
て
い
る
か
な
ど
を

調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

れ
な
か
っ
た
場
合
や
進
学
後
、
新
た
に
奨
学
金
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、「
在
学
採
用
」
を
申
込
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
貸
与
型
奨
学
金
を
申
込
む
前
に
給
付
型

奨
学
金
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
給
付
型
奨
学
金
で

採
用
さ
れ
れ
ば
貸
与
型
奨
学
金
の
借
入
額
を
減
ら

せ
ま
す
し
、
進
学
後
に
手
続
き
す
れ
ば
入
学
金
・

授
業
料
の
減
免
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
給
付
型
奨
学

金
は
貸
与
型
奨
学
金
に
比
べ
家
計
基
準
が
厳
し
い

で
す
が
、
多
子
世
帯
は
２
０
２
５
年
度
よ
り
所
得

制
限
が
撤
廃
さ
れ
、
授
業
料
等
の
全
額
支
援
（
上

限
あ
り
）
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

給
付
型
奨
学
金
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
以
外
に
も
民
間

で
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
国
内
最
大
の
奨
学
金
サ

イ
ト
「
ガ
ク
シ
ー
」な
ど
の
奨
学
金
検
索
サ
イ
ト
で

調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
２
）
返
還
額
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

　
　

 

借
り
す
ぎ
に
注
意
す
る

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
あ
る
「
奨
学

金
貸
与
・
返
還
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
使
い
、

返
還
総
額
・
返
還
月
額
・
返
還
期
間
を
確
認
し
、

借
り
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。利
率
は
卒
業
な
ど

貸
与
終
了
時
に
決
ま
り
ま
す
の
で
、
申
込
時
に
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
過
去
の
利
率
（
上
限
利
率
３
％
）

を
参
考
に
し
て
利
率
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

　

た
と
え
ば
、
２
０
２
５
年
４
月
に
入
学
し
た
大

学
生
が
４
年
間
、
第
二
種
奨
学
金
８
万
円
（
借
入

総
額
３
８
４
万
円
）
を
借
り
、
卒
業
時
の
利
率
が

１・
５
％
（
利
率
固
定
方
式
）
の
場
合
、
定
額
返

還
方
式
で
返
還
す
る
と
２
０
２
９
年
10
月
か
ら

２
０
４
９
年
９
月
ま
で
２
４
０
回（
20
年
間
）、毎
月

を
か
け
る
こ
と
に
な
り
、
親
戚
づ
き
あ
い
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

督
促
し
て
も
返
還
し
な
い
と
、
返
還
期
限
が
到

来
し
て
い
な
い
分
を
含
め
、
返
還
未
済
額
の
全
部
、

利
息
お
よ
び
延
滞
金
の
一
括
返
還
が
請
求
さ
れ
ま

す
。こ
れ
に
応
じ
な
い
で
放
置
す
る
と
、法
的
措
置

が
取
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

機
関
保
証
の
場
合
に
は
、
保
証
機
関
が
返
還
未

済
額
の
全
額
を
立
て
替
え
た
後
、
保
証
機
関
が
本

人
に
請
求
し
ま
す
（「
代
位
弁
済
」
と
言
い
ま
す
）。

そ
れ
で
も
本
人
が
返
還
し
な
い
場
合
は
、
保
証

機
関
が
強
制
執
行
に
至
る
ま
で
の
法
的
手
続
き
を

行
い
、
給
与
や
財
産
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。

奨
学
金
を
借
り
る
と
き
の
注
意
点

（
１
）
奨
学
金
は
高
校
で
申
込
む

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
奨
学
金
を
申
込
む
に
は
、
卒
業

年
次
に
高
校
で
申
込
む
「
予
約
採
用
」
と
大
学
等

に
進
学
し
て
か
ら
申
込
む
「
在
学
採
用
」
が
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
学
校
を
通
じ
て
申
込
み
ま
す
。

た
だ
し
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合
格
者

（
合
格
見
込
者
を
含
む
）の「
予
約
採
用
」
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
へ
の
直
接
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

奨
学
金
が
申
込
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
決
ま
っ
て

い
る
の
で
、
早
め
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
予
約
採
用
」
で
大
学
等
奨
学
生
採
用
候
補
者

に
な
っ
て
も
、
不
要
な
場
合
は
「
進
学
届
」
を
出

さ
な
け
れ
ば
ペ
ナ
ル
テ
ィ
な
し
で
取
り
消
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
予
約
し
て
奨
学
金
を
受
け
る
権
利

を
獲
得
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。「
予
約
採
用
」
さ


